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国
道
１
６
５
号
を
白
山
地
域
か
ら
久
居
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
向
か
っ
て
進
む
と
、
庄
田
町
地
内
の
左

手
に
史
跡
の
案
内
標
識
が
目
に
入
り
ま
す
。
こ
こ

が
、
市
指
定
史
跡
の
入
田
古
墳
で
す
。

 

入
田
古
墳
は
、
直
径
約
18
ｍ
、
高
さ
約
3.6
ｍ
の
円

墳
で
、
横
穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
６
世
紀
後
半
に

築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
石
室
の
内
部

に
は
２
基
の
組
み
合
わ
せ
式
の
石
棺
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
昭
和
39
年
、
国
道
の
改
良
事
業
に
伴
い

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
46
年
、
市
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
墳
の
入
口
側

部
分
は
墓
室
に
通

じ
る
羨
道
、
奥
の

墓
室
に
当
た
る
部

分
は
玄
室
と
呼
ば

れ
ま
す
。
入
田
古

墳
の
石
室
は
羨
道

か
ら
見
て
玄
室
の

幅
が
左
右
両
方
に

広
が
る
両
袖
式
石

室
で
す
。
横
穴
式

石
室
に
は
他
に
、

玄
室
部
分
の
幅
が

左
右
ど
ち
ら
か
に

だ
け
広
が
る
片
袖
式
石
室
や
、
羨
道
と
玄
室
が
同
じ

幅
の
無
袖
式
石
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入
田
古
墳
の

石
室
は
、
全
体
の
長
さ
が
8.7
ｍ
、
そ
の
う
ち
玄
室
部

分
は
長
さ
5.7
ｍ
、
幅
は
広
い
と
こ
ろ
で
1.6
ｍ
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

　

石
室
内
の
２
基
の
石
棺
は
、
い
ず
れ
も
板
石
を
組

み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
一
志
地
域
の
井
関
周

辺
で
採
取
さ
れ
る
「
井
関
石
」
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
奥
壁
付
近
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
は
石
棺
と
し

て
は
や
や
小
さ
く
、
長
さ
1.4
ｍ
、
幅
65
㎝
ほ
ど
で

す
。
発
掘
調
査
で
は
、
こ
の
石
棺
の
中
か
ら
鉄
製
の

刀
や
矢
尻
が
出
土
し
ま
し
た
。
も
う
一
方
の
石
棺
は

側
壁
に
沿
っ
て
置
か
れ
て
お
り
、
長
さ
2.4
ｍ
、
幅
は

同
じ
く
65
㎝
ほ
ど
で
す
。
こ
の
石
棺
か
ら
は
、
鉄
製

の
刀
の
ほ
か
、
耳
飾
り
、
玉
類
も
出
土
し
ま
し
た
。

ま
た
、
石
室
の
中
か
ら
は
土
器
、
鉄
製
の
刀
、
鉄

鉾
、
鉄
釘
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
出
土
し
て
お

り
、
石
棺
の
数
や
こ
れ
ら
の
遺
物
の
出
土
状
況
か

ら
、
複
数
の
人
物
が
同
じ
石
室
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

入
田
古
墳
は
現
在
、
地
元
の
自
治
会
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
埋

葬
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
の
で
、
一
度
立
ち
寄

ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

に
ゅ
う
だ

せ
ん
ど
う

い
せ
ぎ
い
し

て
つ

ほ
こ

※国道165号が緩やかにカーブする場所にありますので、見学の
　際は車にお気を付けください。

国道165号側から見た入田古墳

横穴式石室と石棺

入
田
古
墳


